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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・気分障害のプログラムが2月から開始。本日実施予定。

・自身の担当利用者様のデータベースについて、自立支援医療や手帳などの社会資源の有効期限の入力を進めていくこと。

・三八地区でもインフルエンザの警報が出ている。インフルエンザ感染予防のために、手洗い・うがいを徹底し、人混みを避けるとともにマスクの着用を心掛けること。また、急な発熱や関節痛等の全身症状が出現したら、早めに医療機関を受診すること。

・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告すること。年休希望を記載できるカレンダーを準備している為、各自確認して記載すること。

・物品発注の決裁は慶長JGMに変更している。確認の為発注時は一言声を掛けるように。

・今後の予定として7月より敷地内全面禁煙になるとのこと。利用者への説明はまだせず、職員内で周知していくこと。
・2/7～2/14東北メディカル学院見学実習開始。

・身だしなみチェックの結果について、掲示されている為、各自確認すること。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

・認知症ケア専門士認定試験の案内があり、希望の方は佐藤AOMまで。

〔内部研修〕
看護グループ内研修　場所：病院2階会議室
・2/8(金)　 テーマ：「救急対応」

法人研修

ビデオ研修2/7(木)　テーマ：「個人情報保護法について」
講師：わかば法務事務所　久保隆明氏　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
＜各種締め切り＞
・2月中　評価の更新(LASMI、転倒・転落)
・2/8（金）1月分経過記録締切
＜利用者様情報＞
デイケア

・冨田　紀子　様～グループホーム世話人より情報提供があり訪問時に処方薬をなくしたと相談がある。本人は「いらない」｢1日くらい飲まなくてもいい｣と話しているが、失くした分の薬が追加処方となっている。自己負担1800円の料金が発生し、その事について不満げな様子があった。薬を失くさないように助言し、今後は、グループホーム世話人が訪問時にデイケアに持参する薬を確認する事とする。

・寺沢　彩　様　～歩行時ふらつきがあり外を歩く時は杖を使い歩いている。デイケアでは訴えはなく通常通り過ごしている。
　　　　　　　　　保険の種類の変更があり、兄様の扶養となった。それに伴い特定疾患の医療費上限額が5000円から2万円に変更となっている。

・上川原　豊　様～歩行時の異常が見られており、本人の訴えとは違う箇所の異常も考えられるため、しっかりと検査してもらうように助言していく。

・中村　与一郎　様～昨日、就労継続支援B型の体験利用を行い、感想を話している。仕事内容は銅線をリサイクルする内容で、始めは大変だったが作業に慣れてきたら楽しかったと話している。

　　　　　　　　　　デイケアで、以前青南病院に入院していた人について｢死んだんですか？｣とスタッフに質問することがある。また、仲の良いメンバーに、以前デイケアを利用していた人のことを話し、その人が自殺したことを話している。
デイナイトケア
・佐藤　ミツ子様～昨日、夕食後、膝の痛みを訴えており、スタッフが足に負担のかからないような、楽な姿勢で休み、様子を見るように伝えている。その後は膝の痛みを訴えることはない。帰荘後、嗜好品を取りに来る時間に来ない為訪室すると、｢寝てた｣と話している。その後、嗜好品を取りに来ている。就寝前に湿布を貼って欲しいとの訴えがある。来所後は、膝の痛みを訴えることがあるが、運動療法に参加している。

・鈴木　真知子様～青風荘から情報提供があり、昨晩日課を積極的に行っていたが、リネンを交換する際にスタッフに手伝って欲しいと話していたとのこと。自分できることは自分で行うように促すと、自身でリネン交換を行っている。
・岩城　敏夫　様～昨日、夕食時にむせ込みが酷く、顔が真っ赤になっていた。本日は昼食前に水でむせることはあるが、食事中はむせることは無い。

・倉石　ヨシエ　様～青風荘から情報提供があり、朝、訪室すると布団をめくることも辛そうな表情で、｢いだい｣と話し、表情も優れない様子があったとのこと。痛みのある箇所などは具体的に話すことない。ホールに降りると上記のような事はないとの事。来所後も痛みなど訴えることない。

・古舘　正行　様～右下瞼に発赤があり、本人に確認すると疼痛はないとのこと。

ナイトケア
・若松　邦生　様～来所後に1か月程前の新聞紙を持参し、「この人の文章を見て苛々して、その日のうちに批判的な文章を書いちゃいました。グループホーム入居者も共感してくれました。この文章を見てどう思いますか？」と話すためスタッフが感じたことを伝えると、「そうですよねー！」と笑顔で返答している。「今月から毎週火曜日は勉強しないことにしました」と話すことから、以前との自身の気持ちや疲労感等について比較し自身に合った方法を選択するよう助言している。就労先の女性利用者との関係性について「就労継続支援B型の利用者が増えたからA型も含めて先週席替えをしたんです。その女性と離れられたし仲の良い利用者と隣になったしストレスが軽減しました」と安堵した表情をしている。下妻康貴様の不満を時折訴えることがあるが、苛々感等を過度に訴えることはない。
勉強会：社会資源　資料はカンファ記録フォルダにあります。

